
第２学年 算数科学習指導案 

令和７年６月   日（金）第５校時  授業者： 

１．単元について 

単元名 
１００より大きい数（全１１時間） 

本単元の目標 １０００までの数について、構成、表し方、読み方などを理解し、数を１０や、１００を単位と

して相対的にみるなど多面的に捉え、数の表し方や読み方などを生活や学習に生かす

ことができる。 

本単元で用いる

主な見方・考え方 

・数の表し方や大小比較などについて、十進位取り記数法の仕組みに着目したり、既習 

の数から類推したりすること。 

・数を、１０を単位として相対的にみるなどして、多面的に捉えること。 

学習指導要領より 〈Ａ（１）〉 

数の構成と表し方に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ア(ア)同じ大きさの集まりにまとめて数えたり、分類して数えたりすること。 

ア(イ)４位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方及び数の大小や順序

について理解すること。 

ア(ウ)数を十や百を単位としてみるなど、数の相対的な大きさについて理解すること。 

イ(ア)数のまとまりに着目し、大きな数の大きさの比べ方や数え方を考え、日常生活に

生かすこと。 

教材について 本単元は、第２学年の内容Ａ(１)数の構成と表し方に基づく単元である。第１

学年では、１２０程度までの数について、数のまとまりに着目し、数の書き方や

読み方、数の順序や大小について学習してきた。本単元では、数の範囲を４位数

まで広げて、十進位取り記数法による数の表し方及び数の大小、順序などについ

て知り、数についての理解を深める。 

本単元で大切にしたい数学的活動は、十進位取り記数法の理解を深めるために

３位数を０～９の１０種類の数字を使い、より大きな数を表そうとする活動であ

る。十進位取り記数法では、「一の位」「十の位」「百の位」というように数字を書

く場所を決めることで大きさを表し、０～９の１０種類の数字だけで表すことの

よさを体験的に学べるようにしていく。 

児童の実態 本学級の児童は、どの児童も「学校が楽しい」と感じ、その理由に、遊び以外

でも学習を挙げる児童もいる。人数が少ないこともあり、１時間の授業の中で全

員が発言したり、活動したりする場面が多く、出番が多いことが要因と考えられ

る。一方で、相手の話を注意して聞けなかったり、姿勢の保持ができなかったり

するため、仲間の発言を部分的に捉えたり、集中力が１時間もたなかったりする

ことも見られる。 

１年時のＣＲＴテストの結果では、算数の得点率は、全国を１００とすると知

識が８７、思考が７８であった。その中でも、数の大小の比較が苦手な傾向にあ

る。準備テストの数を数える問題では、１０のまとまりで囲っている児童は５人

であった。１０を１０こあつめた数を答える問題では５人が１００と答えた。 

数の大小比較、構成の学習は、今後の学習の基礎となる大切な学習である。ペ

アでの教え合いや意見の交流を位置付け、自分の考えを整理したり、仲間の発言

から考えを深めたりする場を設けていきたい。 

本単元に関わる

既習内容 

「１０のまとまり」 

「１０が１０こで１００」 

２．研究内容の視点から 

２．指導過程の工夫 

（１）児童自らが解決したいと思える課題設定の在り方 

・本時では、自分がどれだけクリップを取ることができたかを数える活動をすることで、具体物を数えてみたいという

興味関心をもてるようにする。 

・予想した数が「○個」とはっきりしないことから、パッと見て数が分かるようにするにはどうしたらよいかを児童自ら疑

問に思えるようにする。 



３．単元指導計画 

時 １(本時) ２ ３ ４ ５ 

本時の目標 １００より多い具体物をくふうして数える活動を

通して、１０のまとまりや１００のまとまりでまとめ

ることで、３位数も数えやすくなることに気付き、

３位数以上の数を表すには、十進位取り記数法

の考えを用いていけばよいことがわかる。 

３位数の構成を理解し、数

えたり、表したり、読んだり

することができる。 

 空位のある３位数の構

成を理解し、表したり、

読んだりすることができ

る。 

１０を１０個以上集めた

数を、何百何十と捉えるこ

とができる。 

何百何十を１０のいく

つ分と捉えることができ

る。 

問題 クリップはなんこあるでしょう。 クリップはなんこあるでし

ょう。 

 おり紙の数を数字で

書きましょう。 

１０を１３こあつめた数

はいくつですか。 

１６０は１０をいくつあ

つめた数ですか。 

課題 パッと見ただけで分かるおき方を見つけよう。  クリップの数をすう字

で、書いてみよう。 

３けたの数で１０のま

とまりがないとき、どの

ようにあらわせばよい

かな。 

１０を１０こよりたくさん

あつめたときの数は、な

にをつかえばあらわせら

れるかな。 

１００より大きい数が

１０のいくつ分かをあら

わすには、どうすればよ

いかな。 

交流 ○場 クリップの置き方 

○形 ペア交流 

○場 数字の表し方 

○形 ペア交流 

○場 数字の表し方 

○形 ペア交流 

○場 １０、１００のプレート 

操作 

○形 ペア交流 

○場 １０、１００のプレート

操作 

○形 ペア交流 

まとめ １００のまとまり、１０のまとまり、ばらのじゅんに

かぞえると、パッと見ただけで分かりやすい。 

１００より大きいかずも、１

年生でならった書き方を

つかえば書ける。 

 十のまとまりやばらが

ないとき、十のくらいや

一のくらいは０と書く。 

 

 １０が１０こ分で１００を

つかえばあらわすことが

できる。 

１００は１０の１０こ分を

つかえば、あらわすこと

ができる。 

かぎカード １００のまとまり １００のまとまり・１０のまと

まり・ばら 

１００のまとまり・１０のま

とまり・ばら 

１０が１０こで１００になる １００は１０の１０こ分 

評価規準 (思考・判断・表現) 

既習の２位数の表し方から類推して、３位数の

表し方を考えている。 

 １００をつくるときと同じように１００より大きい

数を捉えるには、１０のまとまりを１０個集めて１０

０のまとまりをつくればよいと考えて任意の単位

でまとめている。 

【数を数えている場面】 

(知識・技能) 

３位数の数え方・構成・表し

方を理解し、表したり、読ん

だりすることができる。 

(思考・判断・表現) 

既習の２位数の表し方から

３位数の表し方を考えてい

る。 

【位取り・練習問題】 

（知識・技能) 

空位のある３位数の

構成や表し方、読み方を

理解し、表したり、読ん

だりすることができる。 

【位取り】 

(思考・判断・表現) 

１０を単位として数を構

成したり、相対的にみたり

している。 

(知識・技能) 

１０を１０こ以上集めた

数を表すことができる。  

【プレート操作・練習問題】 

(思考・判断・表現) 

１０を単位として数を構

成したり、相対的にみた

りしている。 

(知識・技能) 

何百何十を１０を単位と

して表すことができる。 

【プレート操作・練習問

題】 



時 ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

本時の目標 数直線の読み取りを通
して、３位数の順序、系列
を理解する。 

３位数の大小比較
の仕方を理解する。 

１つの数を多面的にみる
ことを通して数感覚を豊か
にする。 

１０００の構成や大きさ、
表し方、読み方を理解す
る。 

何十同士の加法
で、繰り上がりのあ
る計算や、百何十か
ら何十をひく減法
で、繰り上がりのあ
る計算をすることが
できる。 

基本的な学習内容を理
解しているか確認し、それ
に習熟する。 

問題  □にあてはまる数を書
きましょう。 

 とく点の多いじゅん
にいいましょう。 

２７０という数をいろいろな
見方であらわしましょう。 

「 ・ 」の数を数字で書きま
しょう。 

８０円の牛乳と５０円
のクッキーを買いま
す。合わせて何円に
なりますか。 

たしかめもんだい 

課題  数の線をつかって、いろ
いろな数を読みとろう。 

 ３けたの数は、どのよ
うにくらべるとよいでし
ょう。 

２７０を今までのかんがえ方
をつかって、あらわそう。 

１０００を今までの考え方を
使って表そう。 

８０＋５０は、どのよう
にけいさんすればよ
いだろう。 

たしかめもんだいに取り
組む。 

交流 ○場数直線の読み取り  

○形 ペア交流 

○場大きさの比べ方 

○形ペア交流 

○場２７０がどのような数か 

○形ペア交流 

○場 １００のまとまりがいくつか 

○形ペア交流 

○場  計算 

○形ペア学習 

 

まとめ  数の線を読むときは、１
目もりの大きさをしらべ、
大きな目もりをつかいな
がら数えるとよい。 

 ３けたの数は、上のく
らいからじゅんにくら
べるとできる。 

 今まで学しゅうしたことを
つかってあらわすことがで
きた。 

１０００も今までの学しゅうを
使って表すことができる。 

１０のいくつ分と考え
れば、今までのけい
さんでできる。 

 

かぎカード １目もりの大きさ 上のくらいからくらべ
る 

１００のまとまり・１０のまとま
り 

１００を１０こで１０００(千) １０のいくつ分  

評価規準 (知識・技能) 
数直線の仕組みを理

解し、数直線上に表され
た数を読んだり、数直線
上に数を表したりするこ
とができる。 
【練習問題】 

(知識・技能) 
 数直線の仕組みを理
解し、数直線上に表さ
れた数を読んだり、表
したりすることができ
る。 
【練習問題】 

(思考・判断・表現) 
３位数の数を多面的にみ

て表している。【練習問題】 

(知識・理解) 
１０００の構成や大きさ、

表し方、読み方を理解して
いる。【練習問題】 

(知識・技能) 
 何十と何十の加減
の計算の仕方を理解
し、計算できる。 
(思考・判断・表現) 
１０を単位とした数の
見方に着目し、計算
の仕方を考え、説明
している。 

(知識・理解) 
「何十」＋「何十」の加法

及びその逆の減法の計算
ができる。また、１０００ま
での数を数えたり、表した
り、読んだりすることがで
きる。 

 

 

 



 
４． 本時のねらい 

１００より多い具体物をくふうして数える活動を通して、１０のまとまりや１００のまとまりでまとめるこ

とで、３位数も数えやすくなることに気付き、３位数以上の数を表すには、十進位取り記数法の考えを用いてい

けばよいことがわかる。 

５． 本時の展開 （１/１１） 
 学習活動 指導・援助    
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１．既習事項の確認 

〇教師のすくったクリップの数を予想させる。 

・自分ですくったクリップの数を数えることを伝える。 

 

２.問題をとらえる 

 

 

〇数を予想する。 

・とにかくたくさんある。 

・１００個より多そう。 

 

３．課題を設定する 

 

 

 

４.個人追究によって自分の考えをもつ 

〇机の上に並べてみる。 

・１０を１０こあつめると１００になるよ。 

・１００のまとまりをつくろう。 

 

５.ペア交流によって自分の考えを広める 

〇どのようにクリップを置いたかをペアで話し合う。 

・１０のまとまりを作ってみた。 

・１００のまとまりと１０のまとまりとばらに分けてみた。 

 

 

６.全体交流によって自分やペアの考えを広めたり、自分の

考えを深めたりする。 

〇ペアで話し合った分かりやすい置き方を発表する。 

・１０のまとまりを作っている。 

・１００のまとまりも作っている。 

・１００と１０のまとまりにすると分かりやすい。 

・「大きな数」の学習でも１０のまとまりを作った。 

 

７. まとめる 

 

 

 

〇自分のすくったクリップの、１００がいくつ、１０がいく

つ、１がいくつあるかを確認する。 

・私のクリップは、１００が〇つ、１０が〇つ、１が〇つだ

った。 

 

８．振り返りをする【◎〇△で自己評価する。】 

①パッと見て分かりやすいおき方をいっしょうけんめい考

えることができたか。 

②クリップを１００と１０とばらのじゅんにおくと、かぞえ

やすいことがわかったか。 

③自分の意見をペアに話したり、なかまのいけんを聞いたり

することができたか。 

・数を予想することによって、今まで数えた

ことのある数よりも多くの数を数えること

の見通しをもてるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パッと見て分かりやすいかを机間指導で繰

り返し問うことで、工夫して数えることを

意識できるようにする。 

・つかみ取った数を交流するのではなく、ど

のように工夫して置いたかを話し合わせる

ことで、課題に立ち返る。 

・「１年生で習ったことを使えそうかな。」と

伝えることで、１０のまとまりをつくるこ

とや、１０が１０個で１００になることを

想起させる。 

・１０と１００のまとまりで数えている児童 

に、なぜそのようにまとめたか聞くこと 

で、１０のまとまりや１００のまとまりへ 

の意識をつけるようにする。 

 

 

 

 
 

 

パッと見ただけでわかるおき方を見つけよう。 

評価規準（思・判・表） 
既習の２位数の表し方から類推して、３

位数の表し方を考えている。 

 １００をつくるときと同じように１０

０より大きい数を捉えるには、１０のまと

まりを１０個集めて１００のまとまりを

つくればよいと考えて任意の単位でまと

めている。 

【数を数えている場面】 

１００のまとまり、１０のまとまり、ばらのじゅんにおくと、パ
ッと見ただけでもかぞえやすい。 

クリップはなんこあるでしょう。 

【研究内容２(１)】 

・始めに教師がすくったクリップの数を

予想させることで、自分もすくってみ

たいという興味関心をもてるようにす

る。 

・教師がすくったクリップをばらばらに

置いて数を予想させることで、もっと

見やすい置き方はないかという思いを

もち、自分のすくったクリップを、誰

が見ても分かりやすい置き方にするに

はどうしたらよいかという課題意識を

もてるようにする。 


